
科　目

担当教員 髙田 崚介 助教

対象学年等

学習・教育目標 A4-D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 適宜プリントを配付する．プリントを配付する．を配付する．配付する．する．

参考書

関連科目

本科目では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．え，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．らが積極的に実践をおこなうことを期待する．積極的に実践をおこなうことを期待する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．実践をおこなうことを期待する．を配付する．おこなうことを配付する．期待する．する．

神戸市立工業高等専門学校 2021年度シラバスシラバス

電子応用 (Applied Electronic Engineering)

電子工学科・5年・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

様々な現象を測定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間な現象を測定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間を配付する．測定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間ディジタルデータの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．実践をおこなうことを期待する．的に実践をおこなうことを期待する．な信号処理に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．おいて，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．時間-周波数解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．析等の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．手法やデータ処理の際のやデータ処理の際のデータ処理の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．際のの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．
留意点を理解し活用する．また，電気から光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からを配付する．理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．し活用する．またディジタルデータの実践的な信号処理において，時間，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．電気から光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からから光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からおよび音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からへの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からを配付する．学ぶとともに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．人間の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．視覚系および聴覚系が外部からおよび音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から聴覚系および聴覚系が外部からが積極的に実践をおこなうことを期待する．外部からから
の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．刺激をどのように処理しているかについて理解する．さらに，測定量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．を配付する．どの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ように加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．処理しているかに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．する．さらに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．測定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．必要な統計学の基礎についても学ぶ．な統計学の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．基礎についても学ぶ．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついても学ぶ．

【A4-D2】ディジタルデータの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．実践をおこなうことを期待する．的に実践をおこなうことを期待する．な信号処理方法やデータ処理の際のに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できる
．

ディジタル信号に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．対し，適切な時間し，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．適切な時間な時間-周波数解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．析に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．よりその理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．特徴を把握する，まを配付する．把握する，まする，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ま
たディジタルデータの実践的な信号処理において，時間はフィルタリング処理等により望みの信号を取り出すことができるかを中間処理等に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．より望みの信号を取り出すことができるかを中間みの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．信号を配付する．取り出すことができるかを中間り出すことができるかを中間すことが積極的に実践をおこなうことを期待する．できるかを配付する．中間
試験，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．プレゼンテーションおよび音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からレポートを配付する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．て評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．する．

【A4-D2】各種の音響量と音波伝搬の基本原理，および各種音源の発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から響量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．と音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から波伝搬の基本原理，および各種音源の発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．基本原理，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から各種の音響量と音波伝搬の基本原理，および各種音源の発生音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から源の発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．発生
メカニズムが理解できる．が積極的に実践をおこなうことを期待する．理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できる．

音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から響量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．を配付する．表す各種の物理量，気体す各種の音響量と音波伝搬の基本原理，および各種音源の発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．物理量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．気から光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から体/固体中の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から波伝搬の基本原理，および各種音源の発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．基本原理，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から各
種の音響量と音波伝搬の基本原理，および各種音源の発生電気から光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から響変換器の原理と特徴，ヒトの聴覚メカニズムについて理解していの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．原理と特徴を把握する，ま，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ヒトを配付する．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．聴覚メカニズムが理解できる．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．してい
るかを配付する．定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間期試験・レポートを配付する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．て評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．する．

【A4-D2】放射量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．と測光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．関係および各種光源の発光メカニズムが理および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から各種の音響量と音波伝搬の基本原理，および各種音源の発生光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から源の発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．発光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からメカニズムが理解できる．が積極的に実践をおこなうことを期待する．理
解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できる．

光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から束，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．照度シラバス，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．輝度シラバスおよび音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からXYZ表す各種の物理量，気体色系および聴覚系が外部から等の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．測光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．と物理的に実践をおこなうことを期待する．な放射量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．との理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．関係および各種光源の発光メカニズムが理お
よび音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から各種の音響量と音波伝搬の基本原理，および各種音源の発生光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から源の発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．発光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から原理と特徴を把握する，ま，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ヒトを配付する．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．視覚メカニズムが理解できる．を配付する．理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できているかを配付する．
定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間期試験・レポートを配付する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．て評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．する．

【A4-D2】測定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．必要な統計学の基礎についても学ぶ．な統計学に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できる．
物理量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．・心理量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．を配付する．含めて何らかの測定をおこなって得たデータについて，適切めて何らかの測定をおこなって得たデータについて，適切らかの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．測定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間を配付する．おこなって得たデータについて，適切たディジタルデータの実践的な信号処理において，時間データに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．適切な時間
な統計的に実践をおこなうことを期待する．手法やデータ処理の際のを配付する．用いて解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．析することが積極的に実践をおこなうことを期待する．できるかを配付する．定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間期試験および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からレポートを配付する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．
て評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．する．

成績は，試験は，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．試験70%　レポートを配付する．20%　プレゼンテーション10%　として評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．する．試験成績は，試験は，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．中間試験と定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間期試験の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．平均
点を理解し活用する．また，電気から光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からとする．100点を理解し活用する．また，電気から光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から満点を理解し活用する．また，電気から光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からで60点を理解し活用する．また，電気から光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から以上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．を配付する．合格とする．とする．

和田成夫：「よくわかる信号処理」（森北出版）よくわかる信号処理」（森北出すことができるかを中間版）
大賀寿郎・金田豊・山崎芳男：「よくわかる信号処理」（森北出版）音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から響システムが理解できる．とディジタル処理」（電子情報通信学会）
日本音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から響学会編：「よくわかる信号処理」（森北出版）音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から響キーワードブック」（コロナ社）」（コロナ社）社）
照明学会：「よくわかる信号処理」（森北出版）大学課程　照明工学(新版)」（オームが理解できる．社）
池田紘一・小原章男：「よくわかる信号処理」（森北出版）光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からと照明設計」（電気から光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から学会）

D3「よくわかる信号処理」（森北出版）計測工学」，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．D4「よくわかる信号処理」（森北出版）応用数学，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．数値解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．析」，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．D5「よくわかる信号処理」（森北出版）電子計測」

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（電子応用）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 前回に引き続き講義をおこなう．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．引き続き講義をおこなう．き続き講義をおこなう．き講義を配付する．おこなう．

3

4 前回に引き続き講義をおこなう．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．引き続き講義をおこなう．き続き講義をおこなう．き講義を配付する．おこなう．

5 前回に引き続き講義をおこなう．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．引き続き講義をおこなう．き続き講義をおこなう．き講義を配付する．おこなうとともに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．実際のの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．事例についてデモを交えて紹介する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついてデモを交えて紹介する．を配付する．交えて紹介する．えて紹介する．

6 離散逆フーリエ変換フーリエ変換変換

7

8 中間試験

9

10

11 前回に引き続き講義をおこなう．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．引き続き講義をおこなう．き続き講義をおこなう．き学生に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．よるプレゼンテーション・質疑応答をおこなう．を配付する．おこなう．

12 音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から響量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．単位・音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から波伝搬の基本原理，および各種音源の発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．原理

13 音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から波発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．原理・聴覚メカニズムが理解できる． 各種の音響量と音波伝搬の基本原理，および各種音源の発生音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から源の発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．発音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．原理と特徴を把握する，まに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて講義する．またディジタルデータの実践的な信号処理において，時間，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．聴覚系および聴覚系が外部からの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．概要な統計学の基礎についても学ぶ．および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．知覚の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．概要な統計学の基礎についても学ぶ．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついても講義する．

14 測光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．単位・発光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．原理・演色性・色覚メカニズムが理解できる．・表す各種の物理量，気体色系および聴覚系が外部から

15 測定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．必要な統計学の基礎についても学ぶ．な統計学の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．基礎についても学ぶ．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

サンプリング処理等により望みの信号を取り出すことができるかを中間定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間理（1）
既修の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．サンプリング処理等により望みの信号を取り出すことができるかを中間定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間理に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．実際のの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．データ測定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間時に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．留意すべき点を理解し活用する．また，電気から光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて講義する．またディジタルデータの実践的な信号処理において，時間，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．サンプリング処理等により望みの信号を取り出すことができるかを中間されたディジタルデータの実践的な信号処理において，時間データから
代表す各種の物理量，気体値を配付する．読み取るために必要な技能について講義する．み取り出すことができるかを中間るたディジタルデータの実践的な信号処理において，時間めに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．必要な統計学の基礎についても学ぶ．な技能について講義する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて講義する．

サンプリング処理等により望みの信号を取り出すことができるかを中間定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間理（2）

離散フーリエ変換変換（1）
既修の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．離散フーリエ変換変換に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．実際のの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．データ測定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間時に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．留意すべき点を理解し活用する．また，電気から光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて講義する．解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．析窓の選択と周波数解像度などの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．選択と周波数解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．像度シラバスなど
の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．関係および各種光源の発光メカニズムが理など，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．データ解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．析時に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．必要な統計学の基礎についても学ぶ．な技能について講義する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて講義する．

離散フーリエ変換変換（2）

離散フーリエ変換変換 (3)

逆フーリエ変換フーリエ変換変換に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．オフセットを配付する．除去ややデータ処理の際のLPF，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．HPFなども含めて何らかの測定をおこなって得たデータについて，適切めたディジタルデータの実践的な信号処理において，時間基本的に実践をおこなうことを期待する．なフィルタリング処理等により望みの信号を取り出すことができるかを中間の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．実現方法やデータ処理の際の，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ダウンサンプリング処理等により望みの信号を取り出すことができるかを中間/アッ
プサンプリング処理等により望みの信号を取り出すことができるかを中間の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．実現方法やデータ処理の際の等も交えて紹介する．えて講義する．

短時間フーリエ変換変換とウェーブレットを配付する．変換（1）
時間的に実践をおこなうことを期待する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．変動するディジタル信号の特徴を把握するためには，短時間フーリエ変換またはウェーブレット変換などが用いられるこするディジタル信号の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．特徴を把握する，まを配付する．把握する，まするたディジタルデータの実践的な信号処理において，時間めに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．は，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．短時間フーリエ変換変換またディジタルデータの実践的な信号処理において，時間はウェーブレットを配付する．変換などが積極的に実践をおこなうことを期待する．用いられるこ
とが積極的に実践をおこなうことを期待する．多い．それらの特徴と概要について講義する．い．それらの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．特徴を把握する，まと概要な統計学の基礎についても学ぶ．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて講義する．

第1～7回に引き続き講義をおこなう．までの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．内容について試験する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて試験する．

中間試験の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．返却・解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．説とウェーブレット変換とウェーブレットを配付する．変換(2) 中間試験の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．返却・解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．説とウェーブレット変換を配付する．行うとともに，第うとともに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．第7回に引き続き講義をおこなう．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．引き続き講義をおこなう．き続き講義をおこなう．き講義を配付する．おこない，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．実際のの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．事例についてデモを交えて紹介する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついてデモを交えて紹介する．を配付する．交えて紹介する．えて紹介する．

プレゼンテーション（1） 時間-周波数解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．析やデータ処理の際のフィルタ等に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．関する各々な現象を測定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．テーマについて学生によるプレゼンテーション・質疑応答をおこなう．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて学生に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．よるプレゼンテーション・質疑応答をおこなう．を配付する．おこなう．

プレゼンテーション（2）

音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から圧・音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から圧レベル・音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から響インテンシティなどの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．各種の音響量と音波伝搬の基本原理，および各種音源の発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．物理量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．意味，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から波伝搬の基本原理，および各種音源の発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．把握する，まに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．必要な統計学の基礎についても学ぶ．な媒質の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．物理量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．表す各種の物理量，気体し方に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．
ついて講義する．またディジタルデータの実践的な信号処理において，時間，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．気から光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から体中および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から固体中の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から波伝搬の基本原理，および各種音源の発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．概略について紹介する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて紹介する．

放射束，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から束，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から度シラバス，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．照度シラバス，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．輝度シラバス，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から束発散度シラバスなどの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．各種の音響量と音波伝搬の基本原理，および各種音源の発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．物理量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．意味，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．各種の音響量と音波伝搬の基本原理，および各種音源の発生光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から源の発生の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．発光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．原理と特徴を把握する，まに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて講義し，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．演色性
に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついても紹介する．またディジタルデータの実践的な信号処理において，時間，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．色知覚の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．三色性を配付する．理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．し，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．視覚系および聴覚系が外部からの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．モを交えて紹介する．デルを配付する．理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．するとともに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．各種の音響量と音波伝搬の基本原理，および各種音源の発生表す各種の物理量，気体色系および聴覚系が外部からの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．概要な統計学の基礎についても学ぶ．を配付する．把握する，まする．

物理量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．・心理量の評価に必要な統計学の基礎についても学ぶ．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．関わらず何らかの測定から得たデータについて，適切な統計的手法を用いて解析するための基礎について講何らかの測定をおこなって得たデータについて，適切らかの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．測定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間から得たデータについて，適切たディジタルデータの実践的な信号処理において，時間データに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．適切な時間な統計的に実践をおこなうことを期待する．手法やデータ処理の際のを配付する．用いて解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．析するたディジタルデータの実践的な信号処理において，時間めの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．基礎についても学ぶ．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて講
義する．特に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．標準偏差の扱い，相関係数の算出やの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．扱い，相関係数の算出やい，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．相関係および各種光源の発光メカニズムが理数の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．算出すことができるかを中間やデータ処理の際のt検定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間などに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．重点を理解し活用する．また，電気から光および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部からを配付する．置いて講義するいて講義する.

備など）
考

本科目では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．修得たデータについて，適切に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．は，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．30 時間の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．授業の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．受講と 60 時間の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．事前・事後の自己学習が必要である．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．己学習が必要である．が積極的に実践をおこなうことを期待する．必要な統計学の基礎についても学ぶ．である．
前期中間試験および音への変換技術を学ぶとともに，人間の視覚系および聴覚系が外部から前期定したディジタルデータの実践的な信号処理において，時間期試験を配付する．実施する．する．
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